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研究会報告

「数学者のための分子生物学入門」

一新しい数学を造ろう-

序にかえて:

2004年 9月24日(金)"v 27日(月)

けいはんなプラザ

「数学者のための分子生物学入門Jも第3回目をむかえ、分子生物学と数学という異分

野の交流が少しずつ実を結び始めているように思われる。今回も講演者のかたがたに分子

生物学の成果を数学者にわかりやすく解説していただき、それをもとに活発な議論が展開

された。プログラム作成と講演の交渉はこれまで通り京都大学の加藤毅氏にお願いした。

これまでの分子生物学との交流をふまえて、数学者は多くの刺激を受け、新しい数学へ

の模索が少しずつではあるが芽生え始めているように思われる。乙の流れがさらに加速さ

れることを期待したい。

今回のシンポジウムに参加できなかったかたがたにもシンポジウムの成果を味わってい

ただくために、ノートを作成した。講演を快く引き受け、またノートの作成に協力してく

ださった講演者のかたがた、ノートを作成された大学院生のかたがたに心から感謝した

い。このノートが今後の数学の進展に資することを希望する。
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京都大学大学院理学研究科
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